
教
育
委
員
会
で
は
、「
北
九
州
市
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、市
長
と
教
育
委
員
会
で
共
有
し
た
方
向

性
に
沿
っ
て
、子
ど
も
の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、教
育
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
教
育
の
目
標
で
あ
る

「
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
、自
立
し
た
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
」
を
目
指
し
、「
子
ど
も
の
教
育
」に
対
す

る
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
参
画
を
進
め
る
取
組
み
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

平
成
２９
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２9
年
度
に
教
育
委
員
会
が
行
う
主
な
取
組
み
　

「
北
九
州
子
ど

も
つ
な
が
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
全
校
で

実
施
す
る
と
と
も

に
、芸
術
性
の
高
い

文
化
・
芸
術
の
鑑
賞

機
会
の
提
供
や
文

化
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
人
間
性
を

は
ぐ
く
む
道
徳
教

育
・
体
験
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

小
学
校
か
ら
中
学
校

ま
で
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
学
力
を
継
続
的
に
把

握
・
分
析
し
、学
力
の
向

上
に
役
立
て
る
た
め
の

学
力
調
査
を
拡
充
し
て

実
施
し
、全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
と

あ
わ
せ
て
、よ
り
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
い

ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、教

科
等
に
お
け
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び(

ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ)

の
視
点
か
ら
学
習
過
程
及
び

学
習
指
導
方
法
の
開
発
・
改
善
を
行
い
、そ
の
成
果
の

普
及
を
図
り
ま
す
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
推
進
校
）

に
、常
駐
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

拡
充
配
置
す
る
と
と

も
に
、英
語
が
堪
能

な
日
本
人
授
業
助
手

を
新
た
に
配
置
し
、

小
学
校
教
員
の
授
業

力
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、次
期
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た

英
語
教
育
の
モ
デ
ル

実
践
を
行
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
習
慣
や
、基
礎
的
・
基

本
的
な
学
力
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
、放
課
後
等

を
活
用
し
て
学
習
機
会
を
提
供
す
る「
子
ど
も
ひ
ま
わ

り
学
習
塾
」の
対
象
校
を
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

診
断
問
題
及
び
基
礎
・
基
本
定
着
問
題
の
提
供
を

通
し
て
、各
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
つ

ま
づ
き
の
把
握
、効
果
的
な
補
充
学
習
の
推
進
を
支

援
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し
む
環
境
を
整
え
、学

校
図
書
館
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、学
校
図
書
館

職
員
を
拡
充
し
て
配
置
し
、中
学
校
区
及
び
特
別
支

援
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

部
活
動
振
興
及
び

教
員
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、競
技

等
の
指
導
を
行
う

「
部
活
動
外
部
講

師
」
に
加
え
、
新
た

に
顧
問
や
引
率
等
の

業
務
を
担
う
「
部
活

動
指
導
員
」
を
配
置

す
る
な
ど
、生
徒
が

充
実
し
た
部
活
動

を
行
え
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
学
習
支
援
員
の
拡
充
配
置
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
・
活
用
に
よ
り
、特

別
支
援
教
育
に
係
る
支
援
体
制
や
相
談
機
能
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、将
来
の
自
立
や
社
会
参
加
に

向
け
た
き
め
細
か
な
就
労
支
援
を
進
め
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、乗
車
時

間
の
長
時
間
化
や
乗
車
人
数
の
過
密
化
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、車
両
の
増
車
等
に
よ
り

運
行
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

本
市
西
部
地
域
に
お
け
る
知
的
障
害
児
の
増
加

へ
の
対
応
及
び
校
舎
の
老
朽
化
等
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
、小
池
特
別
支
援
学
校
の
整
備
に
か
か
る

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
し
、様
々
な
教

育
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
中
、特
に
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
注
１
）
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
注
2
）
な
ど
専
門
性
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
整

備
し
、教
員
と
と
も
に
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
学
校

の
教
育
力
を
高
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
の
整
備
を
図
る
た
め
、

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
行
い
ま
す
。

良
好
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、小
中
学
校

等
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

平
成
２９
年
度
は
平
成
３０
年
度
整
備
予
定
の
小
学

校
２２
校
分
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

 「
北
九
州
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
条
例
」に
基

づ
き
、子
ど
も
図
書
館
を
整
備
す
る
た
め
、基
本
・
実

施
設
計
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、改
修
工
事
等
に
着

手
し
ま
す
。

小
倉
南
区
の
地
区
図
書
館
の
建
設
工
事
を
引
き

続
き
行
う
ほ
か
、開
館
に
向
け
て
図
書
資
料
の
購
入

等
を
行
い
ま
す
。

《
実
施
校
数
》　

 

小
学
校　

90
校　

  

1
0
0
校

　
　
　
　
　

 　

中
学
校　

全
62
校
を
対
象

○
学
校
図
書
館
職
員
：
中
学
校　

37
名　

43
名

　
　
　
　
　
　
　
　

  

特
別
支
援
学
校　

1
人

○
部
活
動
指
導
員
：
0
人　
　

15
人

○
特
別
支
援
学
級
補
助
講
師
配
置
人
数
：
53
名　
　
55
名

○
特
別
支
援
教
育
学
習
支
援
員
の
配
置
：
5
名　
　
19
名

○
早
期
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
人
数
：
3
名

○
大
規
模
改
修
事
業　

○
外
壁
改
修
事
業

○
法
面
改
修
事
業 

な
ど

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
人
数
：

　
　
　
　
　

9
名　
　

12
名

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
：

　
　
　
　
　

全
62
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
等
に
配
置
、

　
　
　
　
　

全
小
学
校
に
派
遣

（
注
１
）ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

社
会
福
祉
士
又
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
、不
登
校
や

暴
力
行
為
な
ど
、問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
が
置
か
れ
た
家
庭
環
境

に
働
き
か
け
た
り
、関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
職
員
。

（
注
２
）ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

児
童
生
徒
の
臨
床
心
理
に
関
し
て
高
度
に
専
門
的
な
知
識
・
経
験

を
有
し
、児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
行
う
職
員
。

●
小
中
学
校
等
空
調
設
備
整
備
事
業

●
小
池
特
別
支
援
学
校
整
備
事
業

●「
チ
ー
ム
学
校
」運
営
・
推
進
事
業

●
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
事
業

●
子
ど
も
図
書
館
整
備
事
業

●
小
倉
南
図
書
館
整
備
推
進
事
業

●
心
の
教
育
推
進
事
業

●
学
校
の
読
書
活
動
推
進
事
業

●
部
活
動
振
興
事
業

●
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
の
充
実

●
北
九
州
市
学
力
状
況
調
査
事
業

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
事
業

●
子
ど
も
ひ
ま
わ
り
学
習
塾
事
業
　

●
次
期
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

　
　
　新
た
な
英
語
教
育
の
推
進
事
業

●
学
力
定
着
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
構
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・
運
用
事
業

●
特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
運
行
体
制
の
整
備

全国的に少子化が進行する中、本市においても児童生徒数は減少を続け、クラス替えができな
いような小規模な学校が増加しています。
義務教育段階の学校では、児童生徒の能力を伸ばしつつ、集団の中で、多様な考えに触れ、認め
合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて社会性や規範意識を身につけさせることが重要で
す。そうした教育を十分に行うためには、小・中学校では適正な集団規模が確保されていることが
必要です。
このため、教育委員会では、児童生徒にとってより良い教育環境を提供する観点から、平成２９年

３月、｢北九州市立小・中学校の学校規模適正の進め方～子どもたちの教育環境整備のために～｣
を策定しました。
これは、教育環境の整備による教育効果の向上を図るため、学校規模の適正化に向けたこれからの
方向性を取りまとめたもので、今後は、この方針に基づき、学校規模適正化に取り組んでいきます。

１月１７日、｢第４回特別支援学校生徒雇用促進セミナー」を開催しまし
た。そこで、特別支援学校の生徒たちが、各校の紹介や、取り組んでいる作
業学習の説明、作製した作品の展示、清掃や接遇の実演等を行いました。
参加した企業の方からは、｢働きやすい環境を考える良い機会になった｣
｢生徒たちの受入れ方法や実習上の留意点などの詳細を知りたい｣といっ
た、生徒の雇用に関する前向きな意見をいただきました。将来の自立と社
会参加を目指して、日々の学習や作業に励む生徒たちにとって、大変有意
義なセミナーとなりました。

本市では、より良い学校教育を行うための基礎資料とするため、平成１３年度から｢北九
州市学校教育実態調査｣を実施しており、平成２8年度は、児童・生徒・保護者・教師８,６４４
人を対象として、実施しました。
児童生徒、保護者、教師それぞれの調査結果の一部を紹介します。

今回の調査結果を基に、本市の学校教育において何が課題となって
いるのか？を明らかにするとともに、｢北九州市子どもの未来をひらく教
育プラン｣及び、全市的な目標である｢一人一人に『生きる力』を育む学
校教育の創造｣の着実な推進に向けて活用していきます。

｢北九州市立小・中学校の学校規模適正化の進め方｣を策定しました
　｢福原賞｣は、善行(人命救助等)、ボランティアや地域貢献
など、顕彰すべき行為を行った、本市小中学校の児童生徒を
表彰するもので、学校法人福原学園を創設された故福原軍
造氏のご遺族から｢学校の教育に役立てて欲しい｣というご
意向でいただいた寄付金を元に、平成元年に創設されまし
た。
   平成２８年度は、

・朝一番に登校し、地域の方々へ
あいさつを続けている小学生
・転倒した高齢者に駆け寄って声
をかけ、絆創膏を貼る等の応急
処置を行った中学生
・地域の施設や祭り等での吹奏楽
の演奏や年長者との交流を積極
的に行う中学校吹奏楽部　など

個人２３名、団体８校が表彰されま
した。

特別支援学校で学ぶ
生徒の｢働く意欲｣を見てください！

～特別支援学校生徒雇用促進セミナー～

本市では、平成28年度から、市民の方との協働により、市立
特別支援学校で使用する教材・教具を作製しています。
「ものづくりのまち北九州」市民の皆さんが、それぞれの特技
や趣味を生かしながら、児童生徒の状態や教育的ニーズに応
じた教材づくり等に関わっていただく
ことで、特別支援
教育や「合理的配
慮」に対する理解
を深めていただ
き、共生社会の形
成につなげてい
きたいと考えて
います。

平成２８年度 福原賞表彰式

より良い学校教育を目指して！ ～ 平成２８年度 学校教育実態調査 ～

心の教育推進事業（筝の体験活動）

部活動の様子

小倉南図書館（イメージ）
平成28年度 福原賞の表彰式

ＡＬＴを活用した英語の授業

詳しくは市のホームページをご覧ください。

【学校規模の分類】
学校規模
小規模校
適正規模校
大規模校

小学校
11学級以下
12～24学級
25学級以上

中学校
8学級以下
9～24学級
25学級以上

小規模校のうち
複式学級・学年単学級かつ
全校児童数150名以下
（H37年推計値）

【適正化対象校（小学校）】

検 索北九州市　学校規模適正化推進事業

｢ものづくりのまち｣のよさを生かした
特別支援教育の推進

１ 児童生徒本人の目的意識　　 66.5%
２ 児童生徒本人の努力 　 　     65.2%
３ 児童生徒と教師の信頼関係　54.7%

１ 教師の教え方の工夫改善　　 65.7%
２ 児童生徒本人の目的意識　　 52.2%
３ 児童生徒と教師の信頼関係　50.0%

100（％）
80
60
40
20
0
小3 　小4 　小5　 小6　 中1 　中2 　中3

☆学力が向上する要因として、大切だと思うこと
　　　　　　　　（大切だと思う順に選択肢より３つ選ぶ）

☆あなたの地域でのようすについて
　　　　「住んでいる地域や北九州市が好きだ」

保護者 教　師 児童生徒

保護者は、
子どもに目標をもって
がんばってほしいと
思っています。

学力向上の
ために「授業改善」の
必要性を実感
しています。

H26
H27　88.6　87.4　87.2　82.1　76.6　76.4　75.2
H28　85.6　86.4　86.5　86.1　82.1　76.8　76.2

対象学年

小４

小５

中１

中２

実施学科

国語・算数

国語・算数・理科

国語・算数・理科・英語

国語・算数・理科・英語

平成２７年度より調査実施

昨年に比べ、
上級生（小６～中３）
のシビックプライド
（まちに対する市民
の誇り）が高まって
いることが
分かります。

《平成29年度》

対象学年

小５

中１

中２

実施学科

国語・算数

国語・数学

国語・数学

《平成28年度》

＜参加した学校＞　◇小倉北特別支援学校　◇小倉南特別支援学校
　　　　　　　　◇小池特別支援学校　　◇八幡特別支援学校　　
　　　　　　　　◇北九州中央高等学園 ◇門司総合特別支援学校

市民ボランティアによる
特別支援学校の教材づくり

未来をひらく未来をひらく
北 九 州 市 教 育 第18号
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　2月4日、北九州市立浅生スポーツセンターにおいて、市内の小
学校（希望校）による「第1回スポコン広場地区大会（北九州市大
会）」が開催されました。第1回目となる今回の大会では、小学校3
校が参加し、日頃の練習の成果を競い合いました。
　スポコン広場とは、「スポーツコンテスト」の略で、「スポコン広場
ホームページ」（県教育委員会主催）上で県内の他の学校の記録を
知ることができたり、各学級単
位で登録して記録を競い合っ
たりするもので、楽しく運動に
親しみ、広く児童の運動機会を
増やすことを目的としています。
平成28年度は、5600を超える
学級が登録して、楽しく運動に取り組んでいます。
　北九州市大会では、西小倉小学校、長尾小学校、戸畑中央小学
校の3校（高学年）が出場し、「みんなでドッジボールラリー」（3分間
でキャッチボールをした回数を競う）及び「みんなでなわとび」（3分
間で跳んだ回数を競う）の2種目を実施しました。どの学校の児童
も、笑顔で声を掛け合いながら楽しそうに運動をしていた姿が多く
見られた素晴らしい大会でした。
　平成29年度も、第2回スポコン広場地区大会を実施する予定です。
　多くの学校の参加をお待ちしています。

　

2
月
4
日
、ア
ル
モ
ニ
ー
サ
ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
北
九
州
市
中
学
生
合
唱
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
度
か
ら

『
合
唱
の
街・北
九
州
』の
事
業
の一
環
と
し
て
始
め

ら
れ
た
音
楽
会
で
す
。平
成
28
年
度
は
22
中
学
校
、

３
２
５
名
の
中
学
生
が
出
演
し
ま
し
た
。ま
た
6
小

学
校
１
３
６
名
も
合
同
合
唱
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
北
九
州
市
歌
」を
は
じ
め
、北
九
州
市
文
化
大

使
の
冨
永
裕
輔
さ
ん
が
作
詞
、作
曲
し
た「
明
日
へ

の
翼
」や
合
唱
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲「Sing W

ith 
You

」の
全
体
合
唱
、合
唱
部
の
リ
ー
ダ
ー
や
有
志

で
結
成
さ
れ
た『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
唱
団
』に
よ

る
混
声
合
唱
が

披
露
さ
れ
ま
し

た
。ま
た「
明
日

に
向
か
っ
て
〜

希
望
・
祈
り
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、

参
加
中
学
校
が

5
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
、

未
来
に
向
け
て
の
希
望
、東
北
や
熊
本
な
ど
被
災

地
へ
の
祈
り
を
、美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
の
せ
て
表

現
し
ま
し
た
。

　

若
松
区
の
高
須
小
学
校
5
年
生
を
対

象
に
、プ
ロ
の
和
食
料
理
人
に
よ
る
、食

育
の
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、「
ミ
ュ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
福

岡・佐
賀
２
０
１
４
」で一つ
星
を
獲
得
し

た「
御
料
理
ま
つ
山
」（
八
幡
西
区
）の
店
主
で
あ
り
、こ
れ
ま

で
も
北
九
州
市
の
学
校
給
食
の
献
立
開
発
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
松
山
相
三
さ
ん
で
、鰹
節
製
造
販
売
の「
㈱
に

ん
べ
ん
」と
の
コ
ラ
ボ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
食
の
基
本
と
な
る「
だ
し
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、鰹
節

が
で
き
る
ま
で
の
説
明
を
聞
い
た
後
、子
ど
も
達
一
人
一
人

が
鰹
節
の
削
り
体
験
や
だ
し
の
試
飲
を
行
い
、『
い
い
香

り
』『
お
い
し
い
！
』な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

鴨
肉
を
使
っ
た
汁
物
の
調
理
実
演
で
は
、ど
の
子
ど
も
も

初
め
て
見
る
プ
ロ
の
技
に
釘
付
け
と
な
り
、様
々
な
体
験
を

通
し
て
和
食
を
楽
し
く
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ユネスコスクールは、ESD（持続可能な開発のための教育）の推
進拠点として位置付けられ、ユネスコの認定を受けた学校です。世
界中の学校と交流し、環境、国際理解、エネルギーなど地球規模の
諸問題に若者が対処できるような新しい教育に取り組んでいます。
　本市では、市内のESD推進の中核として、北九州市ユネスコス
クール推進指定校を各区に指定し、指定校は実践を積み重ね、情
報を発信すると共に、ユネスコスクールへの正式登録を目指して
います。

　その中の一つ、小倉北区の藍島小
学校では、地域の特性をいかし、スナ
メリウォッチングや、アジを釣って、干
物をつくる活動を行いました。これら
の活動を重ねる中で、ふるさと藍島

を愛し、豊かな自然を守ろうとする意識が芽生えてきています。
　この度、これまでの藍島小学校の取組が
認められ、ユネスコ本部より正式にユネス
コスクールとして認定されました。これで本
市の正式登録は8校となりました。

　

芸
術
・
文
化
、学
術
、ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野

で
活
躍
し
、北
九
州
市
の
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
た「
杉
浦
奨
学
生
」に
、

卓
球
や
陸
上
競
技
、バ
イ
オ
リ
ン
、デ
ザ
イ
ン

で
活
躍
し
て
い
る
5
名（
高
校
生
3
名
、大
学
生
2
名
）の
方
が
決
定

し
、贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
4
年
度
に
事
業
を
開
始
し
て
以
来
、平
成
27
年
度
ま
で
に
１

４
１
名
が
杉
浦
奨
学
生
と
し
て
採
用
さ
れ
、過
去
の
奨
学
生
の
中
に

は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
や
世
界
大
会
・ア
ジ
ア
大
会
に
日
本
代
表
と

し
て
出
場
さ
れ
た
方
、国
内
外
で
の
音
楽
活
動
な
ど
輝
か
し
い
実
績

を
挙
げ
て
い
る
方
な
ど
が
多
数
お
り
、平
成
28
年
度
杉
浦
奨
学
生
も

今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　教育センターでは、昨年度より「シビックプライド講座」をス
タートしました。
　子どもたちのシビックプライドの醸
成に向けて、まず大人が北九州市のよ
さを学ぶ講座として実施した全9回の
講座では、376人の教職員や市民の皆
様に参加していただきました。

　レディスやはた（西部勤労婦人セン
ター）での狂言の体験や文学館での常
設展クイズラリー、漫画ミュージアムで
の漫画家体験など、様々な角度から北九
州市の魅力を再発

見できる講座として好評を得ました。
　今年度は、新たな視点を加え、さらにパ
ワーアッブした講座を実施します。
　第1回目は、6月29日開催の「映画ロケ
によるまちづくり」です。その後も、3月にオープンしたばかりの
ミクニワールドスタジアム北九州を会場とした講座など、北九州
市の魅力を頭と体と心で実感していただける講座を多数企画し
ています。そして、多くの皆様の御参加をお待ちしております。

　開催日時など詳細は教育センター
ホームページ「自主講座ご案内」でご確
認ください。（会場等の都合により参加
人数を制限させていただく講座もござ
います。ご了承ください。）

　若松区と八幡西区にまたがる学研地区では、近年の大規模な宅
地開発により、光貞小学校の児童数の増加が続いていました。この
ために生じていた教室の不足や、学校行事の運営面での課題等を
解消するため、平成29年4月に光貞小学校を分離し、本市で15年ぶ
りの新設小学校となる「ひびきの小学校」を新設しました。
　児童数981名、普通学級30学級、特別支援学級2学級でのス
タートです。

　近隣の北九州市立大学ひびきのキャンパスなどと交流し
ます。具体的には、理科教育・総合的な学習の時間等の学習

を中心とした交流、委員会活動やクラブ活動等の特別活動を中心と
した交流などを予定しています。

　英語教育の推進校として、ALTが常駐します。日頃から児
童が英語に親しめる場を設け、児童が学校を卒業して社会

に出た際に、自分の考えや思いを英語でも積極的に伝えることがで
きるようなコミュニケーション力を育成していきます。
　なお、この取組みは、光貞小学校、洞北中学校、浅川中学校と協力
しながら進めていきます。

　新たな地域コミュニティの拠点として機能するよう、「ひびきの市民
センター」と「ひびきの児童クラブ」を、校舎と一体化して建設しました。

　4月8日（土）に、ひびきの市民センター開館式、ひびきの児童クラ
ブ開所式と併せて開催しました。厳かな雰囲気の中、教育長による
開校宣言がなされ、ひびきの小学校の新しい校旗が、太田校長へ授
与されました。地域の
皆様や学校関係者が
温かく見守る中、児童
代表が決意を述べ、そ
の後、校歌を作詞・作
曲した冨永裕輔さん
と一緒に歌い、体育館
に歌声の輪が広がり
ました。
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し
い
実
績

を
挙
げ
て
い
る
方
な
ど
が
多
数
お
り
、平
成
28
年
度
杉
浦
奨
学
生
も

今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　教育センターでは、昨年度より「シビックプライド講座」をス
タートしました。
　子どもたちのシビックプライドの醸
成に向けて、まず大人が北九州市のよ
さを学ぶ講座として実施した全9回の
講座では、376人の教職員や市民の皆
様に参加していただきました。

　レディスやはた（西部勤労婦人セン
ター）での狂言の体験や文学館での常
設展クイズラリー、漫画ミュージアムで
の漫画家体験など、様々な角度から北九
州市の魅力を再発

見できる講座として好評を得ました。
　今年度は、新たな視点を加え、さらにパ
ワーアッブした講座を実施します。
　第1回目は、6月29日開催の「映画ロケ
によるまちづくり」です。その後も、3月にオープンしたばかりの
ミクニワールドスタジアム北九州を会場とした講座など、北九州
市の魅力を頭と体と心で実感していただける講座を多数企画し
ています。そして、多くの皆様の御参加をお待ちしております。

　開催日時など詳細は教育センター
ホームページ「自主講座ご案内」でご確
認ください。（会場等の都合により参加
人数を制限させていただく講座もござ
います。ご了承ください。）

　若松区と八幡西区にまたがる学研地区では、近年の大規模な宅
地開発により、光貞小学校の児童数の増加が続いていました。この
ために生じていた教室の不足や、学校行事の運営面での課題等を
解消するため、平成29年4月に光貞小学校を分離し、本市で15年ぶ
りの新設小学校となる「ひびきの小学校」を新設しました。
　児童数981名、普通学級30学級、特別支援学級2学級でのス
タートです。

　近隣の北九州市立大学ひびきのキャンパスなどと交流し
ます。具体的には、理科教育・総合的な学習の時間等の学習

を中心とした交流、委員会活動やクラブ活動等の特別活動を中心と
した交流などを予定しています。

　英語教育の推進校として、ALTが常駐します。日頃から児
童が英語に親しめる場を設け、児童が学校を卒業して社会

に出た際に、自分の考えや思いを英語でも積極的に伝えることがで
きるようなコミュニケーション力を育成していきます。
　なお、この取組みは、光貞小学校、洞北中学校、浅川中学校と協力
しながら進めていきます。

　新たな地域コミュニティの拠点として機能するよう、「ひびきの市民
センター」と「ひびきの児童クラブ」を、校舎と一体化して建設しました。

　4月8日（土）に、ひびきの市民センター開館式、ひびきの児童クラ
ブ開所式と併せて開催しました。厳かな雰囲気の中、教育長による
開校宣言がなされ、ひびきの小学校の新しい校旗が、太田校長へ授
与されました。地域の
皆様や学校関係者が
温かく見守る中、児童
代表が決意を述べ、そ
の後、校歌を作詞・作
曲した冨永裕輔さん
と一緒に歌い、体育館
に歌声の輪が広がり
ました。



教
育
委
員
会
で
は
、「
北
九
州
市
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、市
長
と
教
育
委
員
会
で
共
有
し
た
方
向

性
に
沿
っ
て
、子
ど
も
の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、教
育
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
教
育
の
目
標
で
あ
る

「
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
、自
立
し
た
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
」
を
目
指
し
、「
子
ど
も
の
教
育
」に
対
す

る
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
参
画
を
進
め
る
取
組
み
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

平
成
２９
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２9
年
度
に
教
育
委
員
会
が
行
う
主
な
取
組
み
　

「
北
九
州
子
ど

も
つ
な
が
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
全
校
で

実
施
す
る
と
と
も

に
、芸
術
性
の
高
い

文
化
・
芸
術
の
鑑
賞

機
会
の
提
供
や
文

化
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
人
間
性
を

は
ぐ
く
む
道
徳
教

育
・
体
験
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

小
学
校
か
ら
中
学
校

ま
で
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
学
力
を
継
続
的
に
把

握
・
分
析
し
、学
力
の
向

上
に
役
立
て
る
た
め
の

学
力
調
査
を
拡
充
し
て

実
施
し
、全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
と

あ
わ
せ
て
、よ
り
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
い

ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、教

科
等
に
お
け
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び(

ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ)

の
視
点
か
ら
学
習
過
程
及
び

学
習
指
導
方
法
の
開
発
・
改
善
を
行
い
、そ
の
成
果
の

普
及
を
図
り
ま
す
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
推
進
校
）

に
、常
駐
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

拡
充
配
置
す
る
と
と

も
に
、英
語
が
堪
能

な
日
本
人
授
業
助
手

を
新
た
に
配
置
し
、

小
学
校
教
員
の
授
業

力
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、次
期
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た

英
語
教
育
の
モ
デ
ル

実
践
を
行
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
習
慣
や
、基
礎
的
・
基

本
的
な
学
力
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
、放
課
後
等

を
活
用
し
て
学
習
機
会
を
提
供
す
る「
子
ど
も
ひ
ま
わ

り
学
習
塾
」の
対
象
校
を
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

診
断
問
題
及
び
基
礎
・
基
本
定
着
問
題
の
提
供
を

通
し
て
、各
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
つ

ま
づ
き
の
把
握
、効
果
的
な
補
充
学
習
の
推
進
を
支

援
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し
む
環
境
を
整
え
、学

校
図
書
館
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、学
校
図
書
館

職
員
を
拡
充
し
て
配
置
し
、中
学
校
区
及
び
特
別
支

援
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

部
活
動
振
興
及
び

教
員
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、競
技

等
の
指
導
を
行
う

「
部
活
動
外
部
講

師
」
に
加
え
、
新
た

に
顧
問
や
引
率
等
の

業
務
を
担
う
「
部
活

動
指
導
員
」
を
配
置

す
る
な
ど
、生
徒
が

充
実
し
た
部
活
動

を
行
え
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
学
習
支
援
員
の
拡
充
配
置
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
・
活
用
に
よ
り
、特

別
支
援
教
育
に
係
る
支
援
体
制
や
相
談
機
能
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、将
来
の
自
立
や
社
会
参
加
に

向
け
た
き
め
細
か
な
就
労
支
援
を
進
め
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、乗
車
時

間
の
長
時
間
化
や
乗
車
人
数
の
過
密
化
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、車
両
の
増
車
等
に
よ
り

運
行
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

本
市
西
部
地
域
に
お
け
る
知
的
障
害
児
の
増
加

へ
の
対
応
及
び
校
舎
の
老
朽
化
等
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
、小
池
特
別
支
援
学
校
の
整
備
に
か
か
る

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
し
、様
々
な
教

育
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
中
、特
に
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
注
１
）
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
注
2
）
な
ど
専
門
性
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
整

備
し
、教
員
と
と
も
に
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
学
校

の
教
育
力
を
高
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
の
整
備
を
図
る
た
め
、

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
行
い
ま
す
。

良
好
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、小
中
学
校

等
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

平
成
２９
年
度
は
平
成
３０
年
度
整
備
予
定
の
小
学

校
２２
校
分
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

 「
北
九
州
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
条
例
」に
基

づ
き
、子
ど
も
図
書
館
を
整
備
す
る
た
め
、基
本
・
実

施
設
計
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、改
修
工
事
等
に
着

手
し
ま
す
。

小
倉
南
区
の
地
区
図
書
館
の
建
設
工
事
を
引
き

続
き
行
う
ほ
か
、開
館
に
向
け
て
図
書
資
料
の
購
入

等
を
行
い
ま
す
。

《
実
施
校
数
》　

 

小
学
校　

90
校　

  

1
0
0
校

　
　
　
　
　

 　

中
学
校　

全
62
校
を
対
象

○
学
校
図
書
館
職
員
：
中
学
校　

37
名　

43
名

　
　
　
　
　
　
　
　

  

特
別
支
援
学
校　

1
人

○
部
活
動
指
導
員
：
0
人　
　

15
人

○
特
別
支
援
学
級
補
助
講
師
配
置
人
数
：
53
名　
　
55
名

○
特
別
支
援
教
育
学
習
支
援
員
の
配
置
：
5
名　
　
19
名

○
早
期
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
人
数
：
3
名

○
大
規
模
改
修
事
業　

○
外
壁
改
修
事
業

○
法
面
改
修
事
業 

な
ど

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
人
数
：

　
　
　
　
　

9
名　
　

12
名

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
：

　
　
　
　
　

全
62
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
等
に
配
置
、

　
　
　
　
　

全
小
学
校
に
派
遣

（
注
１
）ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

社
会
福
祉
士
又
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
、不
登
校
や

暴
力
行
為
な
ど
、問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
が
置
か
れ
た
家
庭
環
境

に
働
き
か
け
た
り
、関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
職
員
。

（
注
２
）ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

児
童
生
徒
の
臨
床
心
理
に
関
し
て
高
度
に
専
門
的
な
知
識
・
経
験

を
有
し
、児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
行
う
職
員
。

●
小
中
学
校
等
空
調
設
備
整
備
事
業

●
小
池
特
別
支
援
学
校
整
備
事
業

●「
チ
ー
ム
学
校
」運
営
・
推
進
事
業

●
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
事
業

●
子
ど
も
図
書
館
整
備
事
業

●
小
倉
南
図
書
館
整
備
推
進
事
業

●
心
の
教
育
推
進
事
業

●
学
校
の
読
書
活
動
推
進
事
業

●
部
活
動
振
興
事
業

●
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
の
充
実

●
北
九
州
市
学
力
状
況
調
査
事
業

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
事
業

●
子
ど
も
ひ
ま
わ
り
学
習
塾
事
業
　

●
次
期
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

　
　
　新
た
な
英
語
教
育
の
推
進
事
業

●
学
力
定
着
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
構
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・
運
用
事
業

●
特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
運
行
体
制
の
整
備

全国的に少子化が進行する中、本市においても児童生徒数は減少を続け、クラス替えができな
いような小規模な学校が増加しています。
義務教育段階の学校では、児童生徒の能力を伸ばしつつ、集団の中で、多様な考えに触れ、認め
合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて社会性や規範意識を身につけさせることが重要で
す。そうした教育を十分に行うためには、小・中学校では適正な集団規模が確保されていることが
必要です。
このため、教育委員会では、児童生徒にとってより良い教育環境を提供する観点から、平成２９年

３月、｢北九州市立小・中学校の学校規模適正の進め方～子どもたちの教育環境整備のために～｣
を策定しました。
これは、教育環境の整備による教育効果の向上を図るため、学校規模の適正化に向けたこれからの
方向性を取りまとめたもので、今後は、この方針に基づき、学校規模適正化に取り組んでいきます。

１月１７日、｢第４回特別支援学校生徒雇用促進セミナー」を開催しまし
た。そこで、特別支援学校の生徒たちが、各校の紹介や、取り組んでいる作
業学習の説明、作製した作品の展示、清掃や接遇の実演等を行いました。
参加した企業の方からは、｢働きやすい環境を考える良い機会になった｣
｢生徒たちの受入れ方法や実習上の留意点などの詳細を知りたい｣といっ
た、生徒の雇用に関する前向きな意見をいただきました。将来の自立と社
会参加を目指して、日々の学習や作業に励む生徒たちにとって、大変有意
義なセミナーとなりました。

本市では、より良い学校教育を行うための基礎資料とするため、平成１３年度から｢北九
州市学校教育実態調査｣を実施しており、平成２8年度は、児童・生徒・保護者・教師８,６４４
人を対象として、実施しました。
児童生徒、保護者、教師それぞれの調査結果の一部を紹介します。

今回の調査結果を基に、本市の学校教育において何が課題となって
いるのか？を明らかにするとともに、｢北九州市子どもの未来をひらく教
育プラン｣及び、全市的な目標である｢一人一人に『生きる力』を育む学
校教育の創造｣の着実な推進に向けて活用していきます。

｢北九州市立小・中学校の学校規模適正化の進め方｣を策定しました
　｢福原賞｣は、善行(人命救助等)、ボランティアや地域貢献
など、顕彰すべき行為を行った、本市小中学校の児童生徒を
表彰するもので、学校法人福原学園を創設された故福原軍
造氏のご遺族から｢学校の教育に役立てて欲しい｣というご
意向でいただいた寄付金を元に、平成元年に創設されまし
た。
   平成２８年度は、

・朝一番に登校し、地域の方々へ
あいさつを続けている小学生
・転倒した高齢者に駆け寄って声
をかけ、絆創膏を貼る等の応急
処置を行った中学生
・地域の施設や祭り等での吹奏楽
の演奏や年長者との交流を積極
的に行う中学校吹奏楽部　など

個人２３名、団体８校が表彰されま
した。

特別支援学校で学ぶ
生徒の｢働く意欲｣を見てください！

～特別支援学校生徒雇用促進セミナー～

本市では、平成28年度から、市民の方との協働により、市立
特別支援学校で使用する教材・教具を作製しています。
「ものづくりのまち北九州」市民の皆さんが、それぞれの特技
や趣味を生かしながら、児童生徒の状態や教育的ニーズに応
じた教材づくり等に関わっていただく
ことで、特別支援
教育や「合理的配
慮」に対する理解
を深めていただ
き、共生社会の形
成につなげてい
きたいと考えて
います。

平成２８年度 福原賞表彰式

より良い学校教育を目指して！ ～ 平成２８年度 学校教育実態調査 ～

心の教育推進事業（筝の体験活動）

部活動の様子

小倉南図書館（イメージ）
平成28年度 福原賞の表彰式

ＡＬＴを活用した英語の授業

詳しくは市のホームページをご覧ください。

【学校規模の分類】
学校規模
小規模校
適正規模校
大規模校

小学校
11学級以下
12～24学級
25学級以上

中学校
8学級以下
9～24学級
25学級以上

小規模校のうち
複式学級・学年単学級かつ
全校児童数150名以下
（H37年推計値）

【適正化対象校（小学校）】

検 索北九州市　学校規模適正化推進事業

｢ものづくりのまち｣のよさを生かした
特別支援教育の推進

１ 児童生徒本人の目的意識　　 66.5%
２ 児童生徒本人の努力 　 　     65.2%
３ 児童生徒と教師の信頼関係　54.7%

１ 教師の教え方の工夫改善　　 65.7%
２ 児童生徒本人の目的意識　　 52.2%
３ 児童生徒と教師の信頼関係　50.0%

100（％）
80
60
40
20
0
小3 　小4 　小5　 小6　 中1 　中2 　中3

☆学力が向上する要因として、大切だと思うこと
　　　　　　　　（大切だと思う順に選択肢より３つ選ぶ）

☆あなたの地域でのようすについて
　　　　「住んでいる地域や北九州市が好きだ」

保護者 教　師 児童生徒

保護者は、
子どもに目標をもって
がんばってほしいと
思っています。

学力向上の
ために「授業改善」の
必要性を実感
しています。

H26
H27　88.6　87.4　87.2　82.1　76.6　76.4　75.2
H28　85.6　86.4　86.5　86.1　82.1　76.8　76.2

対象学年

小４

小５

中１

中２

実施学科

国語・算数

国語・算数・理科

国語・算数・理科・英語

国語・算数・理科・英語

平成２７年度より調査実施

昨年に比べ、
上級生（小６～中３）
のシビックプライド
（まちに対する市民
の誇り）が高まって
いることが
分かります。

《平成29年度》

対象学年

小５

中１

中２

実施学科

国語・算数

国語・数学

国語・数学

《平成28年度》

＜参加した学校＞　◇小倉北特別支援学校　◇小倉南特別支援学校
　　　　　　　　 ◇小池特別支援学校　　◇八幡特別支援学校　　
　　　　　　　　 ◇北九州中央高等学園 ◇門司総合特別支援学校

市民ボランティアによる
特別支援学校の教材づくり
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Ⓒていたん&ブラックていたん,北九州市

北九州市環境マスコットキャラクター
ていたん&ブラックていたん

フェイスブックもご覧ください！
北九州市教育委員会 Facebook
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